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　近
年
、
本
学
は
、
教
育
改
革
と
入
試

広
報
の
努
力
に
よ
り
、
志
願
者
は
増
加

し
、
他
県
出
身
の
学
生
比
率
を
３
割
強

ま
で
高
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
県
内
の

18
歳
人
口
の
大
幅
な
減
少
と
東
京
へ
の

流
出
拡
大
は
、
深
刻
な
課
題
で
す
。
入

学
者
の
7
割
弱
を
県
内
出
身
者
が
占
め

る
本
学
に
と
っ
て
こ
の
問
題
は
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
県
内
の
人
材
育

成
上
も
、
本
学
が
淘
汰
さ
れ
る
こ
と
は

地
域
に
と
っ
て
デ
メ
リ
ッ
ト
に
な
り
得

ま
す
。
経
営
強
化
の
た
め
、
新
し
い
市

場
へ
の
挑
戦
は
、
超
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
で
し
た
。

　こ
の
よ
う
な
覚
悟
の
も
と
、
今
回
、

国
の
経
営
改
革
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ

た
事
業
で
は
、「
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
よ

る
県
内
社
会
人
の
成
長
」
と
「
実
学
教

育
に
よ
る
学
生
の
成
長
」
を
同
時
に
行

う
こ
と
で
経
営
と
教
育
の
構
造
転
換
を

図
り
、
経
営
強
化
を
め
ざ
し
ま
す
。
若

者
の
教
育
を
担
う
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
ビ
ジ
ネ
ス
系
大
学
と
し
て
、
社
会
人

が
学
ぶ
文
化
を
群
馬
に
つ
く
る
こ
と
で

地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
り
、
群
馬
県

の
価
値
を
高
め
る
こ
と
を
新
た
な
使
命

と
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　人
的
資
源
に
余
裕
が
な
い
小
規
模
大

学
ゆ
え
、
学
内
か
ら
は
「
今
、
や
る
こ

と
な
の
か
」
と
の
意
見
も
出
ま
し
た
。

し
か
し
、
か
つ
て
C
O
C
事
業
に
採

択
さ
れ
た
こ
と
が
地
域
志
向
の
大
学
へ

の
転
機
と
な
っ
た
よ
う
に
、「
今
、
や

る
こ
と
」
が
、
人
口
減
少
社
会
に
向
け

た
経
営
の
転
機
に
な
る
は
ず
と
確
信

し
、
意
思
決
定
を
し
ま
し
た
。

　リ
ス
キ
リ
ン
グ
市
場
の
現
状
は
、
大

半
を
民
間
企
業
が
担
い
、
大
学
は
わ
ず

か
1
割
程
度
。
大
学
に
よ
る
今
の
社
会

人
教
育
は
、
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

て
い
な
い
の
で
す
。
こ
の
現
状
を
切
り

開
く
べ
く
、
地
元
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
徹

底
的
に
調
査
し
て
い
ま
す
。
県
内
で
は

中
小
企
業
が
多
い
た
め
、
そ
も
そ
も
リ

ス
キ
リ
ン
グ
と
い
う
概
念
が
な
い
、
人

事
部
も
な
い
、
こ
れ
か
ら
必
要
な
ス
キ

ル
は
不
明
…
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
最
初
の

1
、
2
年
は
、
受
講
者
同
士
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
重
き
を
置
く
講
座
を
開

講
し
、
さ
ら
に
ニ
ー
ズ
を
探
っ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
講
座
に
は
学
生
も
参
加

さ
せ
、
学
ん
だ
理
論
が
こ
の
先
ど
の
よ

う
に
実
践
さ
れ
る
の
か
、「
生
き
た
実
学
」

に
触
れ
る
こ
と
で
学
習
効
果
を
高
め
、

そ
の
成
果
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
に
も

活
用
し
て
い
き
ま
す
。
加
え
て
、
地
元

企
業
人
を
知
る
こ
と
で
の
学
生
の
地
域

定
着
率
の
向
上
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　生
き
残
り
の
た
め
に
は
、
教
育
の
質

向
上
と
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
ト
ラ
イ
し

続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
の
た
め
、

本
学
で
は
、
自
分
の
意
見
、
行
動
で
大

学
を
変
え
て
い
く
こ
と
を
促
す
風
土
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の

補
助
事
業
の
企
画
も
、
教
職
員
の
立
候

補
者
中
心
で
進
め
ま
し
た
。

18
歳
人
口
が
減
少
し
た
分
、
定
員
を

削
減
す
れ
ば
、
S
T
比
が
改
善
し
、
教

育
の
質
が
向
上
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
ん
な
単
純
な
話
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
教
育
環
境
を
整
え
る
に
は
、
あ

る
程
度
の
定
員
規
模
に
基
づ
く
経
営
体

力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。そ
の
意
味
で
、

市
場
は
多
角
化
し
た
ほ
う
が
い
い
し
、

定
員
は
む
し
ろ
増
や
し
た
い
。
今
後
、

大
学
院
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
も
予
定

し
て
お
り
、
地
域
で
一
定
の
ニ
ー
ズ
が

あ
る
短
大
に
つ
い
て
も
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
と
教
育
内
容
の
工
夫
次
第
で
、
十

分
に
存
続
可
能
で
あ
る
と
見
込
ん
で
い

ま
す
。

もりもとけいすけ●群馬銀行を経て、2004年高崎
商科大学・短期大学部入職。キャリアサポート室長、
教学課長、事務局次長等を経て、2021年より現職。
桜美林大学大学院国際学術研究科大学アドミニスト
レーション専攻修士課程修了。

森本 圭祐
理事・法人本部本部長・学長補佐

今
こ
そ
、人
口
減
少
に
向
け

経
営
の
転
換
を
図
る
と
き

県
内
企
業
人
向
け
の
教
育
を

学
生
の
教
育
に
も
生
か
す
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　「これからは、変えることがリスクではなく、変わらないことがリスク。そのた
め、変えることや新しいことに挑戦する意識を学内でいかに醸成するかが大
切だ」と森本理事は話す。土曜日の勤務時間の見直しや週休2日制の導入
は、「自分で変えられた」という実感を持ってもらうために職員の意見を反映し
て実現した。同時に、役職別に求める能力を明確にし、人事考課制度への
活用を図るほか、研修制度も拡充している。そのような組織づくりもあり、今
回、採択された国の経営改革支援事業計画は、学内から公募で募り、立候
補したメンバー中心に進めた。というのも、申請業務は、業務負担が大きく、
高いモチベーションがないと完遂が難しいからだ。さらに、採択された場合は
報奨金を出すようにした。手を挙げたのはベテランの教員1名と、職員2名。
森本理事と経営企画課の職員2名が加わり、地元企業へのヒアリング調査
やアンケートを行って事業計画を練った。職員の奮闘はもちろん、教員が加
わったことで、教授会における説明に説得力が増し、協力が得られやすくなっ
たという。

「キラリと光る教育力」選定事業実施体制「自分が大学を変えられる」という意識を醸成し、
大学の変革に挑む組織づくりへ

＊1 令和6年度少子化時代を支える新たな私立大学等の経営改革支援【メニュー１：キラリと光る教育力】に採択された
「知（地）の循環型コミュニティによる未来人材育成プログラム」

＊2 「地（知）の拠点整備事業」。高崎商科大学は2013年度の同事業に採択された

＊３ 企業連携教育　＊4 全国の協定を結んだ商業高校に、高度会計人育成プログラムを無償で提供。そのプログラムに参加した優秀な生徒向けの学校推薦型選抜　
＊5 ブレインストーミングを原動力に、革新的な事業や人事制度を打ち出すIT系企業面白法人カヤックと共同開発した入試。2次試験で、受験生同士があるテーマについてアイデアを出し合うブレストを行う

キャンパス／群馬県高崎市　学生数／933人
建学の精神／自主・自立　
学部／商（経営、会計）　
大学院／商学
経営／学校法人高崎商科大学
他の設置校／高崎商科大学短期大学部、高崎商科大学附属高等学校、高崎商科大学佐藤幼稚園

流通情報
学部 商学部 商学部商学科（200）

経営学科（130）  

会計学科(70）

経営学科（130）

会計学科（70）

経営学科（130）

会計学科（70）

収容定員 800

流通情報
学科
（200）

▶志願者数
245人

2025

「少子化時代を支える新たな私立大学等の経営改革支援（メニュー1）」に採択
された高崎商科大学。申請の狙いと、大学存続に向けた戦略を理事に聞く。

高崎商科大学

群馬のリスキリング市場に挑戦し
“生きた実学”で大学の価値向上へ学部と定員、教育の取り組みの変遷 （短期大学部含む）

CASE

STUDY

2005 2012～2016 2017～2023 2024

注目！

▶人事考課制度
導入（達成目標と
行動目標の達成
度を給与に反映) 

▶高大連携事業Hau l -Aプロ
ジェクト開始（2012）
▶COC事業採択。地域連携セ
ンターを設置し地域に根差した大
学であることを再定義（2013）
▶3.5本の矢プロジェクト＊3開始
（2016）

▶5か年中期計画〈2015-2019〉
を策定し、学部学科の再編による
学修の深化や、COC事業の推
進による地域志向へ(2014）
▶MVV（Miss i on、Vis i on、
Value）＆ブランディング戦略策
定。ミッション、ビジョンを明確にし
て明文化し、建学の精神「自主・
自立」を今の言葉で解釈する作
業を行う（2014） 

▶Ha u l - A特待入試＊4導入
(2012)
▶志願者数は徐々に増えるもの
の入学定員充足率は78%
（2013）

▶商学科を経営学科と会計学科に改
組(2017）。経営学科は企業連携、会
計学科は公認会計士というコンセプト
▶教職課程情報免許課程開設
（2022）
▶MDASH（数理・データサイエン
ス・AI教育プログラム）認定（2023)

▶20周年事業「toTUC計画（ブラ
ンディング計画）」スタート(2019)
▶５か年中期計画〈2020-2024〉を策
定し、学修成果の可視化による教育の質
保証やブランディング戦略策定（2019)
▶事務局の席をフリーアドレス化（2021）
▶役職別基準項目表導入。学園が
求める業務レベルを役職別・段階的
に決め、人事考課等に活用（2023)
▶オンボーディング研修（新人・中
途採用者の職場適応・戦力化研
修）見直し（2023)
▶学内サイン見直し（2023) 
  

▶企業と開発した育成型入試「総
合型選抜 探究・ブレインストーミン
グ型」＊5導入（2020）　
▶2020年以降志願者数が800
～900人強になり、15年前の3、4
倍に。入学定員充足を果たす 
  

▶100分授業導入
▶短大に新カリキュラム導入
▶短大にクオーター制導入

▶地域や企業との連携活
動、地域の小・中・高への
教育支援をワンストップで
取り組む社会連携センター
設置
▶「少子化時代を支える新
たな私立大学等の経営改
革支援」事業採択
▶目標管理制度を改定し、
個人目標を中期計画や年
度方針からブレークダウン
して設定する方式に改定

▶志願者数921人

年度

教育の
質向上に
向けた
施策

学生
募集上
の施策

経営
改革

▶週休２日制開始

学部学科
※（  ）内は
　入学定員

収容定員 800 収容定員 800 収容定員 800 収容定員 800

商学部 商学部

▶短大の現代ビジネス学科
を経営学科に名称変更
▶短大の収容定員を240
名から200名に減へ 

＊1

＊2 
て
＊2 
て
C
＊2 
C

▶学校推薦型選抜全国児
童養護施設推薦制、数理・
データサイエンス活用制導入
▶短大にて総合型選抜 将
来未定型（通称モヤモヤ入
試）導入

商学部
経営学科 会計学科

地域ニーズの
共有・相談

シーズの
共有・提供

プログラム運営・学長補佐
ニーズ調査
カリキュラムの検討・企画
講座の運営・管理
事業PR・プロモーション
運営協議会・外部評価委貝会運営

「知（地）の循環型コミュニティによる
未来人材育成プログラム」実務担当

運営協護会

ニーズ調査・
講師依頼

経営コース
情報コース
観光まちづくりコース

会計コース
金融コース

未来人材育成オフィス

受講生
応募協力

外部評価委員会
大学外部評価委員会

地域ニーズの
共有・相談
カリキュラムへの
提言体制整備 高崎商科大学／群馬県／高崎

市／群馬銀行／加賀ソルネット
／富士フイルムピジネスイノベー
ションジャパン 等

協力企業・自治体
群馬経済同友会
群馬県情報サービス産業協会（GISA）
群馬中小企業家同友会
群馬県中小企業診断士協会

キャリア
サポートセンター

社会連携センター

経理研究所

委員会
FD推進委員会
カリキュラム検討委員会
教務委員会

有識者 企 業

学長

副学長

特集  「定員」と「教育」

青字はその年度に改組、定員の変更があったもの
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